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セ
ン
タ
ー
の
概
況
と
特
色

　
東
海
村
は
、
茨
城
県
の
中
部
に
あ
る

人
口
約
三
万
七
千
八
百
人
の
村
。
日
本

に
お
け
る
「
原
子
力
研
究
開
発
発
祥
の

地
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
原
子

力
関
連
の
国
の
機
関
で
働
く
村
民
も
多

い
。
一
方
、
米
や
メ
ロ
ン
、
ブ
ド
ウ
な

ど
を
栽
培
す
る
農
地
が
広
が
る
自
然
豊

か
な
土
地
柄
で
も
あ
る
。

　
東
海
村
Ｓ
Ｃ
は
、
昭
和
五
十
九
年
に

小
規
模
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
立
。
平
成

六
年
に
法
人
化
し
、
平
成
二
十
五
年
に

公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
高
齢
化

と
と
も
に
、
企
業
の
定
年
延
長
な
ど
の

影
響
で
会
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
し

め
縄
飾
り
や
手
芸
、
刃
物
研
ぎ
な
ど
の

独
自
事
業
は
、
熟
練
の
技
術
力
で
住
民

か
ら
の
信
頼
が
厚
い
。

　
特
に
、
歴
史
が
長
い
花
栽
培
事
業
は

地
域
に
定
着
し
て
い
る
。

　
梶
健
一
事
務
局
次
長
は
「
平
成
七
年

三
月
に
独
自
事
業
と
し
て
開
始
し
た
花

栽
培
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
女
性
会
員
獲

得
の
た
め
の
“
売
り
”
と
も
い
え
る
存

在
で
す
」
と
話
す
。

村
花
の
栽
培
を
き
っ
か
け
に

五
種
類
を
展
開
す
る
事
業
へ

　
現
在
、
花
栽
培
事
業
で
は
春
・
秋
に

栽
培
を
行
い
、
計
五
種
類
の
花
を
育
て

て
い
る
。

︿
春
⋮
四
月
中
旬
~
六
月
上
旬
﹀

●
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
（
三
色
／
オ
レ
ン

ジ
、
イ
エ
ロ
ー
、
レ
ッ
ド
）

●
ベ
ゴ
ニ
ア
（
三
色
／
ホ
ワ
イ
ト
、
ピ

ン
ク
、
レ
ッ
ド
）

●
ペ
チ
ュ
ニ
ア
（
三
色
／
ホ
ワ
イ
ト
、

レ
ッ
ド
、
ブ
ル
ー
）
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　東海村ＳＣでは、独自事業として花栽培を平成 7年 3月
から手掛けている。公共機関や企業などから依頼を受け、
5種類の花を栽培。苗は近隣の園芸農家から購入するもの
の、 3棟あるビニールハウスで水まき、施肥、枯れ葉摘み
などの作業を会員18人がローテーションで行っている。地
域のイベントなどで会員が直接販売することもあり、住民
からも好評を得ている。

楽
し
み
な
が
ら
行
う
花
栽
培
が

健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る

公
益
社
団
法
人

東
海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（茨

城
県
）

梶
健
一
事
務
局
次
長
︵
写
真
左
︶
と
、
入
会

時
か
ら
花
栽
培
を
手
掛
け
て
き
た
理
事
の
髙

畑
則
子
さ
ん
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︿
秋
⋮
九
月
上
旬
~
十
二
月
上
旬
﹀

●
パ
ン
ジ
ー
（
六
色
／
ホ
ワ
イ
ト
、
ピ

ン
ク
、
レ
ッ
ド
、
イ
エ
ロ
ー
、
パ
ー

プ
ル
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
）

●
ビ
オ
ラ
（
四
色
／
ホ
ワ
イ
ト
、
レ
ッ

ド
、
イ
エ
ロ
ー
、
パ
ー
プ
ル
）

　
花
栽
培
事
業
の
き
っ
か
け
は
、
村
花

「
ス
カ
シ
ユ
リ
」
の
球
根
栽
培
を
村
か

ら
依
頼
さ
れ
た
こ
と
。
加
え
て
、
平
成

九
年
に
「
全
国
“
み
ど
り
の
愛
護
”
の

つ
ど
い
」
が
隣
接
す
る
ひ
た
ち
な
か
市

の
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
で
行
わ
れ
た

こ
と
も
後
押
し
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
管
理
の
難
し
さ
か
ら
ス
カ

シ
ユ
リ
の
栽
培
は
断
念
し
た
が
、
セ
ン

タ
ー
近
く
に
設
置
し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
有
効
活
用
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

花
栽
培
を
事
業
化
。
比
較
的
栽
培
が
し

や
す
い
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
を
植
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
女
性
会

員
の
就
業
意
欲
が
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

事
業
が
軌
道
に
乗
っ
た
と
い
う
。

花
栽
培
事
業
の
流
れ

　
花
栽
培
事
業
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所

か
ら
車
で
二
分
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
に
あ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
三
棟

（
各
七
五
㎡
）
で
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
作
業
手
順
は
以
下
の
通
り
。

①
納
入
先
か
ら
の
受
注

　
現
在
、
保
育
所
や
幼
稚
園
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
機
関
、

商
工
会
、
民
間
企
業
、
法
人
団
体
な
ど

十
八
か
所
か
ら
栽
培
の
依
頼
を
受
け
て

い
る
。

②
育
苗

　
近
隣
の
園
芸
農
家
に
、
予
約
注
文
数

に
少
し
上
乗
せ
し
た
数
の
育
苗
を
依
頼

す
る
。
育
苗
は
、
セ
ン
タ
ー
や
会
員
な

ど
の
作
業
で
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
形
に
落
ち
着
い
た
。

プ
ロ
の
手
を
借
り
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

園芸農家から発芽した稚苗がビニールハウスに届くと、就業会員全員で三寸ポットに移
植する（写真上）。開花までには、水まき、施肥、液肥（写真下）作業などを行う
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③
稚
苗
を
ポ
ッ
ト
に
移
植

　
園
芸
農
家
か
ら
発
芽
し
た
稚
苗
が
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
届
く
と
、
全
就
業
会

員
で
三
寸
ポ
ッ
ト
に
移
植
。
稚
苗
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、

今
後
の
管
理
の
方
針
を
確
認
す
る
。

④
開
花
ま
で
の
管
理

　
ポ
ッ
ト
へ
の
移
植
後
は
、
施
肥
、
ポ

ッ
ト
の
間
隔
空
け
、
消
毒
、
花
殻
・
枯

れ
葉
摘
み
、
液
肥
な
ど
の
作
業
を
行
う
。

水
ま
き
作
業
は
、
朝
夕
の
一
日
二
回
。

会
員
が
二
人
一
組
と
な
り
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
の
開
閉
を
含
め
、
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
で
責
任
を
持
っ
て
作
業
に
当
た
る
。

⑤
出
荷

　
事
務
局
担
当
職
員
の
指
示
の
下
、
就

業
会
員
総
出
で
ポ
ッ
ト
を
仕
分
け
し
て

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、
依
頼
先
ま

で
出
荷
す
る
。
出
荷
先
の
依
頼
が
あ
れ

ば
、
花
壇
な
ど
へ
の
植
え
込
み
も
行
う
。

栽
培
か
ら
開
花
ま
で
管
理

愛
着
の
湧
い
た
花
の
販
売
も
担
う

　
令
和
三
年
度
の
花
栽
培
事
業
の
事
業

実
績
は
、
就
業
会
員
が
十
八
人
（
男
性

六
人
、
女
性
十
二
人
）、就
業
延
人
員
は

三
百
七
十
四
人
日
、
契
約
金
額
は
約
六

十
三
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
入
会
時
か
ら
花
栽
培
を
手

掛
け
て
き
た
理
事
の
髙
畑
則
子
さ
ん
は
、

「
こ
の
就
業
の
一
番
の
魅
力
は
、
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
で
開
花
ま
で
管
理
を
す
る

こ
と
で
す
。
作
業
は
七
五
㎡
の
ハ
ウ
ス

三
つ
分
に
な
る
の
で
か
な
り
労
力
を
要

し
ま
す
が
、
体
を
動
か
せ
る
の
で
気
持

ち
良
く
、
み
ん
な
と
一
緒
に
楽
し
ん
で

や
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
平
成
二
十
三
年
か
ら
就
業
し
て
い
る

が
、
花
栽
培
事
業
を
や
め
た
い
と
い
う

会
員
の
姿
は
記
憶
に
な
い
と
話
す
髙
畑

さ
ん
。「
季
節
ご
と
に
就
業
の
ペ
ー
ス
が

決
ま
っ
て
い
て
、
朝
夕
の
作
業
が
多
い

の
で
自
由
度
も
高
い
。
で
す
か
ら
、
花

栽
培
は
、
就
業
意
欲
を
保
ち
や
す
い
の

だ
と
思
い
ま
す
」。

　
ま
た
、
活
動
の
中
で
の
楽
し
み
も
多

力の要る出荷作業は、男性会員が担う（写真上）。現在、18か所に出荷している。イ
ベントに出店し、会員が販売することもある（写真下）
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く
、
例
え
ば
、
休
憩
時
間
に
は
お
茶
や

お
菓
子
を
シ
ェ
ア
し
、
和
気
あ
い
あ
い

と
交
流
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
う
い

っ
た
仲
間
と
の
つ
な
が
り
も
、
就
業
意

欲
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
。

　
無
事
に
栽
培
が
終
わ
る
と
、
村
の
イ

ベ
ン
ト
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
セ
ン
タ

ー
事
務
所
前
な
ど
で
育
て
た
花
を
販
売

す
る
機
会
も
あ
り
、
こ
れ
も
大
き
な
や

り
が
い
と
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
販
売
の
際
は
、
開
始
前
か
ら
列
を

作
っ
て
待
っ
て
い
る
お
客
さ
ま
も
い
ま

す
。
私
自
身
も
友
人
か
ら
注
文
を
頼
ま

れ
、
い
く
つ
も
購
入
す
る
の
で
す
が
、

愛
着
が
湧
い
た
花
を
喜
ん
で
も
ら
っ
た

り
、
親
し
い
人
の
庭
で
咲
く
こ
と
を
考

え
る
と
、
そ
れ
も
喜
び
の
一
つ
で
す
」

と
髙
畑
さ
ん
は
語
る
。

力
仕
事
を
担
う
男
性
会
員
の

確
保
が
今
後
の
課
題

　
順
調
な
運
営
を
続
け
る
花
栽
培
事
業

だ
が
、
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
力
仕

事
を
担
う
男
性
会
員
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
だ
。

　
髙
畑
さ
ん
は
「
土
作
り
や
出
荷
の
際

の
運
搬
に
は
、
ど
う
し
て
も
力
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
現
在
の
メ
ン
バ
ー
の
平

均
年
齢
は
七
十
五
歳
を
超
え
て
い
る
の

で
、
今
後
、
運
転
な
ど
に
も
制
限
が
出

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
若
い
会
員

の
募
集
が
、
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

　
事
務
局
と
し
て
も
、
今
後
、
就
業
会

員
の
獲
得
に
力
を
入
れ
る
方
針
だ
。

　
梶
事
務
局
次
長
は
「
花
栽
培
は
ほ
か

の
事
業
と
比
べ
る
と
、
配
分
金
が
あ
ま

り
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

通
年
で
就
業
す
る
の
は
厳
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
会
員
が
高
齢
に
な
っ
て

も
、
健
康
づ
く
り
と
し
て
無
理
な
く
で

き
る
就
業
と
い
う
位
置
付
け
で
、
ニ
ー

ズ
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

積
極
的
に
声
掛
け
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
」
と
決
意
を
語
っ
た
。（

山
辺
健
史
）

花
栽
培
事
業
で
活
躍
す
る
就
業
会
員
︵
写

真
上
︶。出
荷
先
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
花
壇

の
植
え
込
み
作
業
も
会
員
た
ち
が
担
っ
て

い
る
︵
写
真
右
︶

事業運営状況 （平成28年度～令和 2 年度）
年度 会 員 数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成28 226 131 357 3.2 323
（43,277）  90.5 3,224 177,370 56.9/43.1

29 225 125 350 3.1 306
（40,983）  87.4 3,207 165,842 58.4/41.6

30 215 119 334 3.0 329
（37,225）  98.5 2,492 145,956 63.2/36.8

令和元 204 107 311 2.7 319
（36,791） 100.0 2,392 144,036 64.2/35.8

2 192  96 288 2.5 265
（33,922）  92.0 2,278 142,336 62.0/38.0

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、平成30年度以降は請負・委任と労働者派遣事業が対象
※就業延人員は令和 2 年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む


